




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































チェについて 好運への意志』第3部「日記 1944年6月7月 時間」第Ⅴ
節，SurNietzsche―volontedechance,OCVI160）。
（9）『カルメル山登攀』，前掲書，184頁。奥村一郎氏の訳語では「瞑想」ではなく
「黙想」という言葉が用いられている。
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（10）『カルメル山登攀』，前掲書，125126頁。
（11） フォイエルバッハ著『キリスト教の本質』船山信一訳，岩波文庫，1980年，
上巻，228頁。「神学においては，人間が神の真理，実在性である」（フォイエル
バッハ『哲学改革のための暫定的命題』，松村一人・和田楽訳，岩波文庫，1981
年）。
（12） LeCoupable,OCV282.
（13） EI,OCV49.
（14） JeanBaruzi,SaintJeandelaCroixetleproblemedel・experiencemystique,
LibrairieFelixAlcan,1924,p.620621.
（15） バリュージが編纂した断章のなかで十字架の聖ヨハネはこう書いている。「人
生の道は，きわめてわずかの動乱と事件からなっている。だからこそ人生の道は，
むしろ多くの知よりも苦行の方を必要にしている」（JeandelaCroix,
Aphorismes,texteetabliettraduitparJeanBaruzi,Bordeaux,Feretetfils,
1924,p.27）。
この「多くの知」に関してバリュージは，「非知とは苦行が作りだし，恍惚の
なかで成就する」としたうえで，十字架の聖ヨハネの立場をこう説明している。
「人間の知は，人間の次元では，まったく拒絶されてはいない。十字架の
聖ヨハネはこの点について説明していないが，彼の作品のなかで，彼が技術
を軽視した例は皆無である。しかも，彼が，霊的な生活においては「多くの
知」よりも苦行の方が必要だと我々に語っているときでさえも，知は軽視さ
れないことを暗に伝えている。知に対する彼の否定は別次元にある。この否
定によって排除されるのは，神について何らか知ることを欲し，知によって
神に達することを欲し，神秘的な交わりによって得られたものを決まり文句
やイメージ，概念のうちに集めることを欲する人々の野心なのである。した
がって彼の批判が差し向けられているのは，習慣的な宗教姿勢のうちにある
呪術的な残滓のすべてにほかならない。そしてまた我々が，知識を寄せ集め
て得る知的な収穫物と，知覚されたり考えられたりするいかなる与件をも超
えて，非知のなかで練り上げられていく我々の霊的な教育との間の混同に
ほかならない」（Ibid.,p.7172）。
（16） EI,OCV21.
（17） EI,OCV135.
（18） EI,OCV66.
（19） 十字架の聖ヨハネの詩を引用しておく。「いと高き観想の恍惚について」と添
え書きされた詩の第4連から最終連までである。非知は神への知に結びつけら
れている。
「この地に真に達する者は，
自分の感覚を喪失し，
それまで自分が知っていたことを喪失する。
そういったことはすべて彼には知られていないかのようになる。
彼の学は上昇し，彼は知らないままそこに留まる。
すべての学を超えながら。
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彼が昇れば昇るほど
彼は分からなくなる。
どんな暗雲が夜を徐々に夜を照らしだしていることを。
これを知った者は
いつも知らないままに留まる。
すべての学を超えながら。
彼は知る非知になる。
この非知はかくも強い力を帯びているので
賢者たちが論じても
この非知から成功を導きだすことは絶対になかろう。
というのも彼らの知はすべて
理解しながら理解しないということ
すべての学を超えてそうすることができないのだから。
そしてこの最上の知にはいと高き優越があるので
どの能力も学もこの知に挑む力を持たないのだ。
知る非知とともに自分から勝利を得る者は
つねに超えて進む。
もしもそなたが聞きたいのなら，さらにこう言おう。
この至高なる学は，
神の全本質へのいと高き感性からなる。
すべての学を超えながら
理解しないままで存続させる，
これは神の寛大さの御業なのだ」
フランス語訳も付けておこう。
「Quiencelieuparvientvraiment,
Desoi-memeaperdulesens,
cequ・ilsavaitauparavant
toutcelaluisembleignorance,
ettantaugmentesascience
qu・ilendemeurenesachant,
toutesciencedapassant.
D・autantplushautilestmonte
etd・autantmoinsilacompris
queletenebreusenuee
peuapeueclairaitlanuit;
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Hosei University Repository
ainsiquisavoirenapris
demeuretoujoursnesachant,
toutesciencedepassant.
Ilestcenon-savoirsachant
Charged・unsipuissantpouvoir
Quelessagesargumentant
n・entirerontjamaisvictoire,
carilnepeut,toutleursavoir,
nepointcomprendreencomprenant,
toutesciencedepassant.
Etunesihauteexcelence
estencesupremesavoir,
quenifaculteniscience
deledefiern・apouvoir;
quidesoitireravictoire
avecunnon-savoirsachant,
iliratoujoursdepassant.
Etsivousdesirezl・our,
cettesouverainescience
consisteenuntreshautsentir
delatoutedivineessence;
c・estuneuvredesaclemence
faireresternecomprenant,
toutesciencedepassant.」
・Coupletsdumeme・faitssuruneextasedetreshautecontemplation
Theresed・Avila,JeandelaCroix,uvres,bibliothequedelapleiade,
Galimard,2012,p.881.
（20） 偽ディオニュシオス・アレオパギテス著『神秘神学』今義博訳，上智大学中世
思想研究所翻訳・監修『中世思想原典集成 3』平凡社，1994年，449頁。
（21） 加藤隆『一神教の誕生 ユダヤ教からキリスト教へ』，講談社現代新書，
2002年，179180頁。
（22） 同上書，147頁。
（フランス現代思想／芸術論・文学部教授）
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